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新たなる 春陽ありて

それぞれに

静かに蒔きし ひと粒の種

代表 田中伸彦

そオlで も皆様の温かい御理解 と

御協力で、最初の一年を何とか過ご

すことができました。ありがとうご

ざいます。

昨年はこのプロジェクトを立 ら

上げた注さんの熱い思いに賛同じ

て、及ばずながら活動に参加してき

ました。

今年も会員の皆様の本を読む喜

びと安 らぎに、少しでも力になれる

よう励む所存ですので、宣しくお願

い中し上げます。

新しい年をむかえ

お視詞もうしあげます

副代表 井手愛 子 s.c.α

会員のみなさま、新 しい年を新た

な思いで迎えられることと存じま

時間とか空間に関心を持ち始め

た、高校生のころ、1秒差で年が変

わるなんて、人間の勝手ではないか。

と、変に力んで今日が明日に変わる

秒針を晩んでいたことがある。何も

変わ らなかつた。

朝の挨拶が「お早う1か ら「おめ

でとうございます」に変わって、元

旦の食事になる。母自慢の輸島の漆

器類が並ぶ。お屠蘇のあと、お年玉

がくだされ、年賀挨拶の来客があり、

賑やかな一日がはじまる。華やいだ

空気が醸成される。

ヽ
年の計は元旦にあり。計も立て

たが、なに一つ覚えていない。しか

し、輸島の黒塗 りのお椀の絵柄は

「一富士・二鷹・三なすび」といい、

鷹となすが金で描かれ、お椀の蓋が

富士山である。という説明までもよ

く覚えている。鯉が二匹、金で描か

れたお取り皿には、敬意を表して、

少しずつ取り分けて食べていた。私

の感性を育てたのは「輪島」だと言

えよう。

時間の制約のなかで生きていく

私たち。時間のなかで成長していく

参

す。昨年は

私た らの力

不足もあり、

次々に起こ

る様々な問

題に適切に

対応するこ

とができな

いところが

ありました。
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のでしょう。その時間を、どう過ご

すか、その決定権は一人ひとりに平

等に与えられています。まかされた

時間の積み重ねが、現在の私です。

新年は過去をふ りかえり、未来に

夢と希望をもって、歩みはじめる時

でしょう。人生にはいろいろな不平

等性があります。能力の壁、人間関

係の壁、生まれ落ちた家庭環境と生

育暦の壁。「恵まれている」を 5段

階で自己評価 したら、どこに位置づ

けられるのか。自己責任で無い場合

が多いかもしれない。 しかし、「や

りなおす」機会はすべての人に平等

に与えられています。

この 1年、かえるメイ トの方々と

出会いながら、出会いが相耳理解と

柔 らかな心無しには進 (深)化 しに

くいことを学びました。内在的な理

解を日指 して、軌道修 |二 しながら、

歩いていきたいと思います。どうぞ

宣 しくお願いいたします。

ダメダメ事務局長の

ダメダメ年末年始

事務局長 江楠

旧年中はお世話になりました。ダ

メダメ事務局長の所為で、かえるメ

イトばかりではなく、関係先にも害

が及び、遅刻や支払いの遅れ、連絡

忘れで本当に迷惑しか掛けません

でした。謹んでお詫びいたします。

新年はIH年の失敗を反省、思いを

新たにする良い時期です。私はお酒

を控え、タバコを止めることが日標

でした。

そう、どちらも守れていません。

お酒は風邪をひいてもやめなか

ったので、薬が効かず、2か 月以上

風邪をこじらせました。救急外来で

病院に行き、両鼻に長い綿棒を突っ

込まれる検査を受けたところ、イン

フルエンザAが陽性と出ました。

大変です。私のいまの在留資格で

は保険に加入できないので、10割

自己負担。1回で 3万 円も取 '5れ ま

す。

こんなバカ局長ですが、今年も体

力と財力 (貯金ゼロのくせに)が続

く限り、かえるメイ トの皆様ととも

に歩んでいきたい所存 (出中代表か

らのパクリ)ですので、今年もどう

かよろしくお願いします。
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保護会での生活は

迷人
「保護会とはいったいどんな所

ですか ?」 と聞かれる事が多いので、
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財政難と事務手続き itの 理由が

あるとはいえ、料金の値 Lげを行つ

たことについては事務局でも役員

会議でもいろいろな意見がありま

して、己むを得ず敢行 しました。受

刑者の置かねた状況を考えますと、

平日毎日 8時間労働でも月収にあ

たる作業報奨金は見習工で 500円

程度、5年以上模範囚を続けてもや

っと 1万 円になる受刑者にとって、

検索結果 一枚が30か ら50円 に値上

げされるのは大変大きい事と思い

ます。

しかし、事務局の経費も大変大き

いのも事実です。コンビニでコピー

を取っても 10円かか ります。検索

はいろいろなジャンルのものを依

頼されます。1枚を検索するのに時

には 1時間もかかります。それも本

人のイメージしたものと違 う場合

は多々あり、苦情ないし指摘を受け

ます。

印刷するのにも経費がかかりま

す。いま事務局で使っているのはケ

ベック・カリタス修道女会に寄付し

ていただいた中古複合印刷機です。

インクカー トリッジは全部で 8本
を使用しますが、重要な 4本のお値

段は 1本でなんと 36,000円 もしま

す。ほかの 4本は減りが早く、それ

でも 1本約 2万 円です。印刷機が一

回故障すると修理代は基本料金で

2万 円です。

故障するたびに事務全般がス ト

ップします。それを避けるために家

庭用のプリンターを購入しました。

これのインクはパックで約 6,000

円です。家庭用ですから当然大量印

刷に不向きでコス トが高い。もっぱ

ら写真印刷 とカー ド印刷に使って

います。

印刷費用がこんなに高い事情を

誰もわかつていません。受刑者が手

元に保管できる荷物の量が厳 しく

制限されています。そのため、検索

結果を印刷する際もできるだけ両

面で印刷 して送っていますが、2枚

分の料金を取るなら 2枚で印刷し

ろと指摘されることがありますёち

なみに紙代はA4で 1枚あたりは

約 0.8円 です。両面印刷に対応 した

紙だと 1円 にな ります。つまり片面

も画面も金額的には変わらないの

です。いまは トラブルを避けるため

に片面印刷で対応しています。当然

両面印刷を指定 してくるかえるメ

イトが多いのです。中には節約 した

いから、両面印刷で 1枚の料金にし

てもらえませんかというかえるメ

イ トもいます。

ご理解 してくださるかえるメイ

トもいます。刑務所によってコピー

用紙を換えるところもありますか

ら、購入して送つてくださる方もい

ます。送料の方が高くな りますから、

今はその方からは寄付をいただい

ています。ありがとうございます。

かえるメイ トからは励ましのお

手紙をいただいています。一部を省

略して紹介させていただきます。
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心巫鵞バイド鯰声
名古屋刑務所 N。 こうじさん

んて、だれかのひと言であつたり、

自分の一言動 である場合が多く、そ

れほど大きなものではないのです。

問題なのは、受け取る側の感度なの

え る

す。
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り助かります。特に私なんかは面倒
なことを頼んでいるともいえます
ので、できないことははっきり菖っ
てください」という文面でこの方か
らお手紙をいただいたことがある.、

依頼件数が尋常ではない多量のた
め、こういう方が多かったらどうし
ようと事務「 iこ のメインスタッフの

本田さんと悩みました。100件以上
の検索をこな した後に、他のかぇる
メイ トをサポー トする時間を確保
するために依頼件数を減 |う してく
ださいとお願いしましたて,そ れを無
視 して倍以上の 312件 を依頼して
きました。

312件 ですよ。これについて注意
したところ、トラブルに発展しまし
た。本人の手紙を無断で掲載するわ
けにはいきませんので、事務局長と
して書いた返事を載せたいと思い

ます。

を切って、アルバイトを雇い対処 し

ました。しかし、会員の平均依頼件
数は月で 5～ 8件前後であり、Aさ
んのように 400件 近くも依頼して
くる方はいません。会員を平等に支
援するためにもAさ んのためにだ
け他の会員の何十倍の時間をかけ
るわけにはいきません。私たちの活
動にご賛同されているのであれば、
もっとご理解をいただけると思 い
ます。

Aさ んは 1:ミ 害が大 きいといいま
すが、別にそれで私たちが得してい

るわけでもなく、昼間は生活のため
に働き、夜と休日のほとんどをこの

活動に費や してきた私 と本田さん
はやり切れなさでとても切ない気
持ちになりました。

②法的見地という言葉の意味は

理解しかねます。これでも私は週に

二 日以上は法律事務所にて手伝え
をしています し、いくつかの自治体
の外国人向け法律相談の通訳とし
て正式に登録されています。商法と

民法の通信教育も終 rし ています。
Aさ んが損害賠償を求めるお考え

なら、こちらとしては誠に残念なこ

とではありますが、その意思を尊重
するとしか言いようがありません。

③やつていることが狡猾という

指摘については自分ではそんな認
識はありませんので、意見を保留に
します。検素については会言1上の損
失が大きすぎるため、値上げするか、

中止するか しか選択肢が私たちに

ないのは今も変わりません。ご不満
でしたら、ぜひ狡猾ではないところ

毀え●メイト鸞薦
質ド・1に答えます。
①会員様からの依頼に関しては

極力対応するように努力していま
すが、必ず応じねばならない規則は
なく、またそのような法規があると
も認識 していません。特にAさ んの

依頼は常識はずれに多く、対応しき
オ1る ものではありません。

ほんにかえるプロジェク トは営
利団体ではありません。商法を適用
される認識はありません ,変更前の

依頼については救済策 として自腹

かえるのうた 7



に依頼 していただきたいとしか百

いようがありません。
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ビーーする方法でやりました。保険証
も同様の方法でコビーーしたので、最

終的にお渡ししたのは 7枚でもコ

ピーは全部で 9回 しています。40

円の 枚 で 算 し、280円

Aさ んの場合はとても繊細なご性

格のようで、良く細かい指摘をさオR

ますので、こちらは トラブルを避け
るため、簡易 :等 留で送

`ら
せていただ

としまし
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りま
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るのですか?

⑩ 一か 月以内に対応で きる と思

います。ほかの人はともかくAさ ん

の分はや ります。朝令暮改と言われ

るの も面白くないので、Aさ んに対

しての ルー ル変更は しな い方針で

す。新 しいサービスを開始す る予定

ですが、Aさ んは変化に1]l]い と認識

しましたので、本の無料提供と検索

サービスに限定させていただきま

すて,

⑦かえるめいと名は竹様のプラ

イバシーを守るためのものです。検

索そのものを外部の方に依頼する

方向で調整しています。皆様の本名

が外 :lζ に漏れるのは良くないと考

えていますし、特に性犯罪者に対し

ては支援したくないと明言するボ

ランティアさんが多いので、ビンク

と呼ばれる方々のためにもこのよ

うな取 り決めとさせていただきま

した。かえるめいと名はご自身で決
めて結構です。

⑮ どこで もいいですよ。 月に 3

1冊 しか送ることが出来ませんので、

3冊分 の記入用紙 を作 りませんで

した .

⑩Aリ ストの在庫はあります。
④まもなくリストは一元化しま

す 。

'二

人11は事務局長としての回答で

す。

個人としてAさ んにごいたいこ

とがあります。私も刑務所に入って

いた者です。全部で 20年 も施設暮

らしをしてきました。中で何かを待

つことの辛さを知っています。お金

がなくて本を買えない辛さも知っ

ています。だからこの活動を周囲に

呼びかけ始めたのです。,FII務 所はい

かに酷いところか私は知っていま

す。講演会でそれを話し、刑務官も

いかに |■ 司・先輩にパワハラを受け、

人権侵害を受けているかを話しま

す。厳罰だけでは犯罪は減らないと

考えます し、厳 しくするだけでは再

犯は防げないとも考えています.

反省は 1人 でもできますが、「t,生

は 1人ではできませんと言われて

います。私もこういう活動を通じて

多くの方に支えられ、皆様と共に更

生 (私はこの言葉が嫌いです)で は

なく、新しい生き方を見つけられた

らいいなと思っています。

私は 17歳でやくざにな り、電話

番をする前にX× 処即をや らされ

ました。西葛西を本拠地としていま

したので、Aさ んもきっとご存知の

組と思います。しのぎをポーカー屋

としていた時;t‖ が長く、組には内緒

でやくざ相手のタタキを得意とし

ていました。貯金は 1億 円以 11に な

り、それこそ自分は何でもできると

思っていました。

でも人生はそんな 1)の ではあり

ません。仲間がバタバタと殺され、

自殺 し、業でヨレていくのを目の当

たりにして、私は自分の人生に自信

を持てなくなりました。それで出所

を機に、新しい生き方を始めました。

また違う面から言えば、15年ぶり

の娑婆は変化が大きく、とても第 ^

線で体を張オnな いのも事実 です。il

かえるのうた 10



方しかできないやつでもこの歳に

なると家を買って、結婚 し子どもも

いて幸せそうに暮らしています。自

分ら不良をしてきたやりらはどい

の不満をぶちまけると便ttん 1冊
では足りません。江さんに対 して煩

悩をカタルシスするため割愛 して

の文句を伝えます。
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脱しますとありました。儒教と仏教

そして武士道が解せるとさ。それな

らなんでキリスト教の教誨を中込

したのか、受刑経験者だからわかる

ことですが、その境界に参加してい

るほかの受刑者と不IE連絡するた

めだけに中し込み、関係が悪くなる

と退会する輩がいる。

このような誤解が牛じると、スタ

ッフだけでは対処できません。事務

局長として本人との手紙のや り取

りをすべて読み直したうえで、日答

します.,そ オ1で も解決できない場合

は月一の役員会議で報告し、協議 し

ます。その都度よく指摘されるのは

私の返信の態度です。もっと I‐ 寧に

対応すれば理解 していただけるは

ずという意見です。それを真摯に受

け止め、苫情はすべて代表と副代表

に処理をお願いすることにしまし

た.1件を処理するのに 2か月もか

かります。当然です。すべての手紙

と会計帳簿とアマゾンの注文履歴

を確認するわけですから.

埋)が待機 していました。この数は

さらに増え続け、現在は新規中し込

み来信に「受け取り拒否」の付箋を

貼り、涙をのんで受理そのものを断

っていまづ。これはひとえにプロジ

ェク トのマンパワー・マネーパワー

両面での体力不足に出来します。

これまでにも事情を説明し、再三)|々

会や終了を勧めてきましたが、応諾

者は 卜数名だけでした。

この状況は被収容者にとって当プ

ロジェク トが必要とされており、期

待感の大きさとある程度の満足度

を表わ していると見ていいでしょ

う。「ほんにかえるプロジェク ト」

は存在意義があり、自立更正支援活

動を着実に継続するのが望ましい

こと、再確認いたしました。
一度築きあげた絆を人事にしなが

ら、退会を望まない会員には事務所

に余裕があるとき、できる範囲内で

の支援を続けていくことも選択肢

として残しました。

プロジェク トのキャパは 5()名 を

支援 していくのが精 ・杯です。

そこで以 ドの打開策を考えました。

1 規 模 (1年間試行)

1.被 収容者会彙の定員を 50名
とし、フルサポー ト期間を 1

年間とする。

2.「 かえるメイ ト」03・ OG(オ
ボッグ)制を設ける。

3.|こ がえるメイ ト1制 を創設

する。

2「かえるメイ ト」 OB・ OG(オボ

ッグ)制について

フルサポー ト期間を終えた「かえ

るメイ ト」が、強く残留を望むとき、

難 趾誡魃奉洟

ほんにかえるプロジェクトの進化
ご″ゞえるメイハ と

θり・″ φ′ボックツ の新設

かえるメイトの皆様
「ほんにかえるプロジェクト」会

員応募者は当初の予想をはるかに
|^回 って、2016年 7月 時点で 100

名に達しました。と同時に 60名 の

入会希望者 (当 分の問毎月 5名 を受

かえるのうた 12
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▼

「プElジ ェク ト」の承認を得て、年
に 1-2回、不定期ではあるが支援
(検索・購入代行)を うけられる。
承認の基準 :残刑が長い人。孤立

度 プ ロ
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罪を起 こす 可能性があるというこ

とです。したがって、誰かがどこか

の時点で、「悪いことをしたら反省

させる」という育て方を止めなけれ

ばならないのです。

このような前書きに納得する人

はそういないと思いますが、本文を

読み進めるに従って、著者の主張は

俄然説得力を帯びてくる。本文を読

み〕ftめ るに従って、著者の tiljIマ は俄

然説得力を帯びてくる.文 中では酒

井法子氏の記者会見の言葉を引用

している。まさに非の打ち所がない

反省文。それでは何がいけないのか

についてはぜひご自分でご ・読さ

れて、納得していただきたい。

さらに元犯罪者としてもっとも頷

けたのはこの部分である。

犯罪があった場合、犯人に反省を

求める際、被害者のことを考えよと

もよく言われることであろう。 1被

害者のことに思い至れば、自分の罪

の深さに気付かないわけはない |と

いう発想であるが、これも間違って
いると著者は指摘する。てして被害

者のことを考える前に自分のこと

を考えよと主張する。自己理解なく

して他者理解はないとするもので

ある。そうしたプロセスを経ずに反

省をさせることで、自分の不満や不

安や様々な行為の引き金になった

感情に蓋をして、内に閉じ込めてし

まうことになる。結局それは 11辺だ

けの反省につながり、本当の反省か

らはむしろ遠ざかるものである。
これですよ。私が思うには、反省

に終わりはないのです。法律上の罪

は服役 した ことで終わるかもしれ

ない。でも道義上の罪は終わること

はない。それは詫びようが、許され

ようと関係ないことです。その道義

たの罪は自分自身 しか感 じること

ができないと哲学者のカール・ヤス

パースというおっさんが言ってい

る。さっさと反省して終わらせよう

とすると、本当の反省は出来ないと

思うし、そんな反省という名の欺麟

二作の後では到底自分の問題に目

を向けることができないと私は思

つ。

この本は結構売れました。もちろ

ん反対意見も多くありました。反対

意見がなかったらむしろ嫌ですね。

代表的なのは、被害者ではなく、犯

罪者に優 しい、犯罪者を甘やかす社

会になってしまうという意見です。

犯罪者に厳しくすれば、もうやらな

いだろうという意見ですね。ばか

っ !そ れではうまくいかないか ら

再犯率が 50%超えているじゃない

かよ。と心の中で思いました。

このコーナー‐はかえるメイ トの

提案により作 りました。今後も書籍

の推薦を募集 していきますので、ぜ

ひあなたのおススメの一冊を教え

てください。
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事務局の現状
ほんにかえるプロジェク トの存

続が危ぶまれる今、実務の中心を担
う事務局の責任者として、その現状
を説明する義務を痛感しています。

プロジェクトは 2014年 9月 30

日に設立しました。設立当初から協
力してくれたのは本田さんでした。

彼女のことをご存知のかえるメイ
トも多いと思います。事務局から発

する手紙の 9割は彼女の手書きに

よるもので、まさにプロジェク トの

縁の下の力持ちでした。その彼女は

諸事情により、やめることになりま

した。彼女の強い希望により、これ

以上の言及を避けますが、感謝して
も感謝 しきれないほど彼女はプロ

ジェク トにとって無くてはならな
い存在でした。

事務局には毎 日会員から 5～ 10

通のお手紙が届き、アマゾンからは

3冊前後の転送が必要な書籍が届
きます。これを毎日処理するのは大

変です。今後は事務がさらに滞ると

思われますので、どうかご理解 くだ

さい。    .
この誌面でこれだけ内情を話 し

ても、未だにボランティア団体だか

ら物好きのスタッフと、お人よしか

らの寄付が沢山あると勘違いされ

る方がいます。更生支援の重要性を

社会が理解していないと書けば、助

成金をもらえないことをさしてい

ると思っている方もいます。そうで

はなくて、加害者と被害者を天秤に

載せたときに、助けなくちゃと思う

のは被害者の方であるのは常識に
なつていることを言っています。加
害者側である私たちをどうして助
けなくちゃならないのかを常に説
明する立場に立たされていること
を理解 していただきたい。

受刑者の間にも蔓延 る自己責任
論が最大の敵と思います。罪を犯 し
たのは自分たちです。重大な責任が
あるのは事実です。ただ全部自分 ら
の責任と私は思っていません。岡本
茂樹氏の著書にも書かれています
が、全責任が自分にあるわけではな
いという風に取られると、まるで反
省していないと思われます。それを

恐れて、ひたす弓全責任が自分にあ
ると思い込もうとし、あるいはそう
演 じようとすることが、自分の問題
から目をそらすことになり、同じ状

況に置かれたとき、また同じ選択を
してしまうのが再犯率の高さの背

景にある事実と考えます。

アマゾンで購入代行 した本を事
務局でいったん受け取 り、個人名で

転送してはしいという方が多くい

ます。大した手間でもないだろうと

思われていますが、本は 1冊ずつ届
き、それを各刑務所が恣意 rl′りに決め

た差し入れ制限冊数に達するまで

に保管し:3冊なり、5冊な りまと

めて送るとなると、ミスしやすくな

ります。ミスが起きるたびに脅かさ

れることもあれば、損害賠償を求め

られることもあります。それを処理

しているのは私 と本田さんだけで

すから、責任は二人にあるとされて

しまい、補てんすることになります。
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私たちは無報酬でやっています。資
金を出している上、補てんもさせら
れるのは精神的にも辛いし、金銭的

にも限界です。本当に。

皆さんか ら励ましの言葉をいた
だいてお ります。ありがとうござい

ます。しかし、ちょっとしたことで

逆鱗に触れることがあります。どん

なに心を込めてサポー トしてもあ
ら捜しをしてくる人がいます。そん

な事はないだろうと反論されるこ

とが多いのですが、受刑経験のある

方な らわかると思います。刑務所の

中という環境がそうさせていると

思いますが、そういう人は刑務所の

中にたくさんいるのも事実です。刑

務所で何が一番苦労したのかと聞
かれると、まず思いだすのは受刑者
同士のいがみ合い。箸の上げ下げの
仕方まで文句を言う人がいます。新
聞をめぐる音が気に食わない。しま
いにはおれをチラ見したといって
殴り掛かる人もいます。そういう人
と付き合うのがプロジェクトです。
と言えば語弊があると思いますが、
理解 していただけるではないかと
個人的に思います。

結論として、事務局はパンク状態
です。やるべきことを喚起してくだ
さる方はいますが、一緒にやってく
ださる方がいません。こんな状態で
すので、今後も退会勧告を出してい
くと思います。こがえる制も含めて、
いかに活動を継続させていくかに
ついての工夫をしていきますが、ど
うかご協力をお願いいたします。

かえるのうた                        16

ほんにかえるプロジェク ト
は会員を募集しています。
正会員の年会費は 3000円 。
寄付もお待ちしています。
振込先
ゆうちょ銀行
10160‐ 86239211
他行か らの場合
ゆうちょ銀行 018支店
(普)8623921

日座名義は

ほんにかえるプロジェクト

ほんにかえるプロジェクトは
ボランティアスタッフを募集
しています。在宅のままでも
できるパソコン入力と文通ス
タッフが特に不足 していま
す。自宅の住所を公開する必
要もありません。プライバシ
ー保護に細心の注意を払って
おります。

入会申し込みが大変多く、
対応 しきれません。支援体制
が整 うまではお問い合わせ
の手紙を受け取 り拒否とさ
せていただきますので、ロコ
ミにて周囲へもお知らせ く
ださい。

プロジェク トは深刻なス
タッフ不足 と資金不足状態
です。解散寸前なので、到底
新 しく会員を迎えることは
出来ません。 ご理解 くださ
い。


